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１． 研究所の概要 
１－１ 沿 革 
 





 さいわい、1962 年第 40 回国会において、これに要する予算が認められるとともに国立学校設置法の一部改正を
見るに至り、同年 4月 1日から発足したものである。開設当初は、まず産業構造、比較産業の 2研究部門を以て発
足し、1964年には地域経済、資源経済の 2研究部門が増設され、また、1966年には計画経済、産業統計の 2研究
部門が増設されて 6研究部門となった。さらに 1977年 4月には環境経済研究部門、1979年には比較経済体制研
究部門、1981年 4月には現代経済分析研究部門（客員）がそれぞれ増設された。また、1983年 4月には比較経済
分析研究部門（外国人客員）が増設され、1993年 4月に国際政治経済研究部門（外国人客員）に改組された。 
 1986 年 4 月には、客員部門を除き、既設の 8 研究部門を、数量産業分析、経済計画、資源環境、比較経済の 4





2004 年 4 月には５大研究部門１センターを経済情報解析、経済制度、公共政策の３大研究部門と金融工学、複




 その後、1981年 4月、同本館建物は所内の全面改装と併せて 4階部分が増築、また、平成 9年度には営繕によ
り地下部分が改修され、4階建て延べ 3、150㎡の面積を有することとなった。 
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１－２  年表、歴代所長、名誉教授 
 
年  表  
1962年 3月 昭和 37年法律第 36号の公布により、国立学校設置法の一部が改正され、経済研究所の京都
大学附置が決定される。 
1962年 4月 経済研究所が創設され、産業構造及び比較産業の 2研究部門をもって発足する。 
1962年 5月 京都大学本部構内に事務部を開設する。 
1962年 12月 京都大学経済研究所建築後援会が設立される。 
1962年 8月 左京区吉田下阿達町仮建物に移転（研究室の一部は西部構内に存続）。 
1964年 4月 文部省令第 10号により、地域経済、資源経済の 2研究部門が増設される。 
1964年 7月 前記建築後援会による新館建築が着工される。 
1965年 5月 新館竣工し、建築後援会より引渡しを受ける。 
 新館に移転する。 
1966年 4月 文部省令第 24号により、計画経済、産業統計の 2研究部門が増設される。  
1968年 4月 産業構造・資源経済・産業統計の 3研究部門は、実験部門となる。 
1972年 10月 創立 10周年にあたり記念パーティーならびに所内において記念学術講演会を開催する。 
 創立 10周年にあたり記念パーティーならびに大阪・朝日新聞ホールにおいて記念学術講演会
を開催する。 
1976年 4月 地域経済研究部門が実験部門になる。 
1977年 4月 文部省令第 15号により環境経済研究部門が増設される。 
1978年 4月 計画経済研究部門が実験部門となる。 
1979年 4月 文部省令第 12号により比較経済体制研究部門が増設される。 
1981年 4月 文部省令第 12号により現代経済分析研究部門（客員）が増設される。 
 本館研究棟を 4階建に増築した。 
1982年 11月 創立 25周年にあたり大阪府立文化情報センターにおいて記念学術講演会を開催する。 
1982年 12月 創立 25周年にあたり所内において記念学術講演会を開催する。 
1983年 4月 文部省令第 11号により比較経済分析研究部門（外国人客員）が増設される。 
1986年 4月 文部省令第 19 号により、数量産業分析、経済計画、資源環境、比較経済の大研究部門とな
り、12研究領域に改組される。 
1991年 4月 1研究領域が増設され、13研究領域となる。 
1992年 10月 創立 30周年にあたり経済学部において記念講演会を開催する。 
 創立 30 周年にあたり豊中・干里ライフサイエンスセンターにおいて記念シンポジウムを開催す
る。 
1993年 3月 比較経済分析研究部門（外国人客員）の時限が到来した。 
1993年 4月 文部省令第 19号により国際政治経済研究部門（外国人客員）が新設される。 
1994年 6月 文部省令第 24号により資産経済研究部門が増設され、5大研究部門 15研究領域となる。 
2000年 4月 附属金融工学研究センターが新設される。 
2001年 10月 寄附研究部門「応用金融工学（野村証券グループ）研究部門」が開設される。（2004年 9月 30
日まで） 
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2002年 4月 国立学校設置法の一部を改正する法律により経済計画研究部門が複雑系経済研究部門に改
称される。 
2002年 10月 創立 40 周年にあたり京都市国際交流会館において記念シンポジウムならびに記念祝賀会を
開催する。 
2002年 11月 創立 40 周年にあたり東京・学術総合センター（一橋記念講堂）において記念シンポジウムなら
びに記念祝賀会を開催する。 







（2007年 9月 30日まで） 




岸本 誠二郎 昭和 37年 4月 1日 ～ 昭和 41年 3月 31日
青山 秀夫 昭和 41年 4月 1日 ～ 昭和 46年 11月 30日
馬場 正雄 昭和 46年 12月 1日 ～ 昭和 49年 3月 31日
森口 親司（事務取扱） 昭和 49年 4月 1日 ～ 昭和 49年 7月 15日
尾上 久雄 昭和 49年 7月 16日 ～ 昭和 53年 7月 15日
行澤 健三 昭和 53年 7月 16日 ～ 昭和 55年 2月 8日
宮崎 義一（事務取扱） 昭和 55年 2月 8日 ～ 昭和 55年 3月 31日
宮崎 義一 昭和 55年 4月 1日 ～ 昭和 58年 4月 1日
尾上 久雄 昭和 58年 4月 2日 ～ 昭和 61年 3月 31日
馬場 正雄 昭和 61年 4月 1日 ～ 昭和 61年 10月 27日
小池 和男（事務取扱） 昭和 61年 10月 27日 ～ 昭和 61年 12月 31日
小池 和男 昭和 62年 1月 1日 ～ 昭和 63年 3月 31日
杉本 昭七 昭和 63年 4月 1日 ～ 平成 2年 3月 31日
佐和 隆光 平成 2年 4月 1日 ～ 平成 6年 3月 31日
福地 崇生 平成 6年 4月 1日 ～ 平成 7年 3月 31日
佐和 隆光 平成 7年 4月 1日 ～ 平成 11年 3月 31日
藤田 昌久 平成 11年 4月 1日 ～ 平成 13年 3月 31日
佐和 隆光 平成 13年 4月 1日 ～ 平成 18年 3月 31日
西村 和雄 平成 18年 4月 1日 ～
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名誉教授一覧 授与年月日 
岸本 誠二郎 昭和 41年 4月 2日
青山 秀夫 昭和 48年 4月 2日
尾上 久雄 昭和 61年 4月 1日
宮崎 義一 平成 2年 1月 23日
瀬尾 芙巳子 平成 5年 4月 1日
杉本 昭七 平成 8年 4月 1日
森口 親司 平成 9年 3月 4日
福地 崇生 平成 9年 3月 4日
青木 昌彦 平成 13年 3月 6日
佐和 隆光 平成 18年 4月 1日
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えば、過去 20年間で Social Citation Indexにおける、論文被引用件数は所員一人当り 139 と、日本の経済系研究
所の中で群を抜いてトップである。研究所所属の教員の多くが、国内外の学会で指導的な地位にあり、専門学術誌
の編集委員を務め、国際学会やコンファレンスを主宰している。また、経済研究所は、過去年に数回の頻度で国際







発展および現実経済の要請に応えるべく、平成 6 年度に資産経済研究部門を増設、さらに平成 12 年度には附属
金融工学研究センターを設置した。また、平成 9年度に、経済研究所の研究課題「複雑系としての非線形経済シス
テム：理論と応用」が、科学研究費補助金（COE 形成基礎研究費）において選定されたことに伴い、複雑系経済シ















































































究者の出身大学は京都大学以外で 11校にのぼり、そのうち 7校は海外の大学である。その就職先も 12校にのぼり、
経済研究所は優れた若手研究者にとって、理想的な研究環境のもとで研究に専念し、専門性を確立する貴重な場
所と機会を提供している。今後、外部資金や 21 世紀ＣＯＥプログラムの利用により、若手研究者の採用をさらに充
























































 ２００３年度 ２００４年度 ２００５年度 
教 授 １５ １４ １８ 
助 教 授 ４ ６ ８ 
講 師 ２ ２ ２ 
助 手 ０ １ ３ 
計 ２１ ２３ ３１ 
事 務 職 員 １０ １０ ９ 
非常勤職員 ２６ ２８ ３４ 
計 ３６ ３８ ４３ 
 
教員の平均年齢、勤続年数、博士号取得者 
 教 授 助教授 講 師 助 手 
教員の平均年齢 ５１ 歳 ３９ 歳 ３１ 歳 ３１ 歳 
平均勤続年数 １４ 年 ６ 年 ２ 年 １ 年 
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２－２ 職 員 
 
所内教職員名簿（2006 年 3 月 31 日現在） 
 
所   長    佐 和 隆 光 
 
経済情報解析研究部門 
教 授   塚 谷 恒 雄   実験経済学 
教 授   小 佐 野  広   ミクロ計量経済分析 
教 授   照 山 博 司   マクロ計量経済分析 
助教授   中 嶋 智 之   マクロ計量経済分析 
講 師   花  薗    誠   ミクロ計量経済分析 
 
非常勤講師  上 東 貴 志   マクロ動学と動的最適化 （神戸大学経済経営研究所 教授） 
非常勤講師  小 西 秀 樹   公共経済学 （東京工業大学大学院社会理工学研究科 教授） 
 
技術補佐員  上 田 真 子 
事務補佐員  浅 井 裕 子 
 
経済制度研究部門 
教 授    上 原 一 慶   制度の経済分析 
教 授    坂 井 昭 夫   組織の経済分析 
教 授    溝 端 佐登史   制度の経済分析 
助教授    関 口    格   ゲーム理論 
助教授    原    千  秋   ゲーム理論 
 
非常勤講師   丸 川 知 雄   中国経済 （東京大学社会科学研究所 助教授） 
非常勤講師   岩 﨑 一 郎   移行経済論、経済体制論 （一橋大学経済研究所 助教授） 
非常勤講師   岡  田    章   ゲーム理論 （一橋大学大学院経済学研究科 教授） 
 
事務補佐員   西 村 法 子  
技術補佐員   堀 部 恵美子 
 
公共政策研究部門 
教 授   今 井 晴 雄   資源環境政策 
教 授   有 賀    健   財政金融政策 
助教授   淺 田    彰   国際公共政策 
講 師   宇南山   卓   財政金融政策 
助 手   松 岡    巌   資源環境政策 
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非常勤講師  秋 田 次 郎   地球温暖化対策の経済学 （東北大学大学院経済学研究科 教授） 
非常勤講師  黒 澤 昌 子   人的資源管理諸策と生産性 （政策研究大学院大学政策研究科 教授） 
 
技術補佐員   木 下 典 子 
事務補佐員   山 本 理 恵 
 
現代経済分析研究部門（客員研究部門） 
客員教授    刈 屋 武 昭   応用金融工学の研究  
 （明治大学大学院グローバル・ビジネス研究科 専任教授） 




客員教授   加 藤 康 之   リアルオプション価値評価法、事業リスク評価法の研究 
（野村証券株式会社金融研究所 投資技術研究部長） 




教 授    佐 和 隆 光   金融工学 
教 授    柴 田 章 久   資産市場 
教 授    梶 井 厚 志   コーポレート・ガバナンス 
教 授    西 山 慶 彦   ファイナンス 
外国人研究員 （客員助教授）  ティー・キャン・ヘーン  国際金融経済研究領域 
外国人研究員 （客員教授）    クラフチェック・ヤセク・ボージャン  国際金融経済研究領域  
外国人研究員 （客員教授）    レオニッド・コサルス  国際金融経済研究領域  
外国人研究員 （客員助教授）  オリビエ・テルシュ  国際金融経済研究領域  
外国人研究員            スワパン・ダスグプタ 国際金融経済研究領域 
 
非常勤講師   谷 口 正 信   金融時系列解析の漸近理論 （早稲田大学理工学部教授） 
非常勤講師   大 橋 和 彦   構造アプローチによるエネルギー商品の価格決定  
（一橋大学大学院国際企業戦略研究科助教授） 
事務補佐員   楠 林 暁 子 
技術補佐員   山  本  さら佐 
 
複雑系経済研究センター 
教 授    藤 田 昌 久   空間経済学 
教 授    西 村 和 雄   複雑系経済学 
教 授    新後閑   禎   経済動学 
助教授    森    知  也   空間経済学 
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非常勤講師  下 村 和 雄   動学的国際貿易理論 （神戸大学経済経営研究所 教授） 
非常勤講師  佐々木 公明   都市空間構造の経済分析（東北大学大学院情報科学研究科 教授） 
非常勤研究員 藤 井 由 枝   経済理論：財政理論における均衡の決定性を分析する 
非常勤研究員 松 尾 美 紀   経済理論：マクロ動学モデルにおける均衡の不決定性の分析を行う 
 
技術補佐員  中 村 有 希 
技術補佐員  中 野 亜 紀 
 
先端政策分析研究センター 
教 授   一 方 井 誠 治   グローバル･ポリシー  
教 授   児 玉 俊 洋   コミューナル･ポリシー 
教 授   丸 谷 浩 明   コミューナル･ポリシー   
助教授   北 浦 修 敏   ファイナンシャル・ポリシー 
助教授   渡 部 良 一   グローバル･ポリシー 
助 手   阿 部 光 敏   グローバル･ポリシー 
助 手   石 川 大 輔   グローバル･ポリシー 
 
産学官連携研究員 小 倉 義 明 
産学官連携研究員 大 堀 秀 一 
産学官連携研究員 中川 真太郎 
 
教務補佐員  木 下  信 
教務補佐員  齋 藤 隆 志 
教務補佐員  佐 野  浩 
教務補佐員  坪 田 建 明 
教務補佐員  中 村 良 太 
事務補佐員  江 上 亜 紀 
事務補佐員  木 村 真 里 
事務補佐員  森 下  都 
 
研 究 部 門 
研究員（ＣＯＥ） 近 藤 豊 将 
教務補佐員  田 宮 すみ恵 
技術補佐員  日野原 伸 生 
技術補佐員  中 戸 隆一郎 
教務補佐員  早 田 雄 一 
教務補佐員  川 上 充 洋 
事務補佐員  清 水 節 子 
事務補佐員  脇 阪 千 夏 
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事   務   部 
事 務 長   八木 隆 
総 務 掛   岡田幸美（掛長）  桂 東美（主任）   平野彰人（主任）  原 彰子（掛員）   
会 計 掛   山本嘉信（掛長）   中西瑞穂（主任）  藤井園子（事務補佐員）  
片山 肇（事務補佐員）  池田康代（派遣職員）  山口ヨシ江(臨時用務員) 


































客員研究部門教授・ ① 所長からの提案により、教授会において基本方針の決定 
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2005 年 6 月 6 日   
レオニッド・コサルス（ロシア科学アカデミー社会経済人口問題研究所上席研究員）を客員教授に採用
（雇用期間 2006 年 5 月 31 日まで） 
2005 年 7 月 1 日   
梶井厚志教授を附属先端政策分析研究センター長に併任 
児玉俊洋教授（特別教育研究教授）採用 
    北浦修敏助教授採用 
2005 年 7 月 11 日   
渡部良一助教授採用 
2005 年 7 月 14 日   
一方井誠治教授採用 
2005 年 7 月 16 日   
丸谷浩明教授採用  
2005 年 8 月 1 日    
阿部光敏助手（産学官連携助手）採用 
    石川大輔助手（産学官連携助手）採用 
2005 年 9 月 7 日    
オリビエ・テルシュ（ティルバーク大学助教授）を客員助教授に採用（雇用期間 2005 年 12 月 6 日まで） 
2006 年 1 月 10 日 
スワパン・ダスグプタ（ダルハウジー大学教授）を外国人研究員に採用（雇用期間 2006 年 3 月 15 日まで）  
2006 年 3 月 31 日   
佐  和 隆 光 教授定年退職  
花 薗  誠 講師辞職 
松 岡  巌 助手辞職 
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応用金融工学（野村証券グループ）寄附研究部門（2001 年 10 月 1 日創設） 
 
加 藤 康 之  （野村証券株式会社金融研究所 投資技術研究部長） （客員教授） 
「リアルオプション価値評価法、事業リスク評価法の研究」 




   
  斉      玲 （中国河南大学経済学院 教授） 
「経済成長論に関する研究」 
（2002 年 10 月 11 日～2004 年 3 月 31 日） 
「内生的出生率を持つ動学的モデルに関する研究」 
（2004 年 4 月 1 日～2006 年 3 月 31 日） 
  キ ホ ・ ジ ョ ン  （慶北国立大学経済貿易学部 教授・学部長） 
「ノンパラメトリック Granger 因果生の検定に関する共同研究」 
(2005 年 3 月 22 日～2005 年 4 月 30 日) 
オジュワルド・エヴァ （ハンガリー科学アカデミー経済研究所 上級研究員）  
「拡大欧州と市場経済移行における企業組織・制度変化に関する研究」 




チョルパン・メジエット アスリ （日本学術振興会外国人特別研究員） 
「日本の繊維企業の技術投資と国際競争力の再構築」 
(2004 年 4 月 1 日～2006 年 3 月 31 日)  
チャン・ハン ビ （日本学術振興会外国人特別研究員） 
「セーフティネットと日本の金融機関再建」 
(2004 年 9 月 1 日～2006 年 8 月 31 日) 
エレーナ・アントノーワ（日露青年交流事業若手研究者フェローシップ） 
「地球環境問題への社会・経済システム的接近―露日比較を通して」 
（2005 年 11 月 21 日～2006 年 11 月 20 日） 
非常勤講師 
 
上 東 貴 志  （神戸大学経済経営研究所 教授） マクロ動学と動的最適化 
小 西 秀 樹  （東京工業大学大学院社会理工学研究科 教授） 公共経済学 
丸 川 知 雄  （東京大学社会科学研究所 助教授） 中国経済 
岩 﨑 一 郎  （一橋大学経済研究所 助教授） 移行経済論、経済体制論 
岡  田    章  （一橋大学大学院経済学研究科 教授） ゲーム理論 
秋 田 次 郎  （東北大学大学院経済学研究科 教授） 地球温暖化対策の経済学 
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黒 澤 昌 子  （政策研究大学院大学大学院政策研究科 教授） 人的資源管理諸策と生産性 
谷 口 正 信  （早稲田大学理工学部教授） 金融時系列解析の漸近理論 
大 橋 和 彦  （一橋大学大学院国際企業戦略研究科助教授）  
構造アプローチによるエネルギー商品の価格決定 
下 村 和 雄  （神戸大学経済経営研究所 教授） 動学的国際貿易理論 
佐々木 公明 （東北大学大学院情報科学研究科 教授） 都市空間構造の経済分析 
       
非常勤研究員（研究機関研究員） 
 
藤 井 由 枝    経済理論の中でも、財政理論における均衡の決定性を分析する 








小 川 貴 之  
「合理的習慣形成に伴う景気変動及び不況下の世代重複経済における経済政策の理論分析」 
(2005 年 4 月 1 日～2006 年 3 月 31 日) 
河 合 啓 一  
「集団における能力の学習過程に関する行動経済学的アプローチ」 
(2005 年 4 月 1 日～2008 年 3 月 31 日) 
後 閑 利 隆 
「東アジアにおける地域統合と生産活動の集積 : 空間経済学の視点からの理論と実証」 
(2005 年 4 月 1 日～2007 年 3 月 31 日) 
チョルパン・メジエット アスリ 
「日本の繊維企業の技術投資と国際競争力の再構築」 
(2004 年 4 月 1 日～2006 年 3 月 31 日) （外国人特別研究員） 
チャン・ハン ビ  
「セーフティネットと日本の金融機関再建」 
(2004 年 9 月 1 日～2006 年 8 月 31 日) （外国人特別研究員） 
 
研  修  員 
 
孫  一 萱   
「中国の財政･税制に関する研究」   
(2005 年 4 月 1 日～2006 年 3 月 31 日) 
桑 原 史 郎   
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「経済成長論の理論分析の研究」  
(2005 年 4 月 1 日～2006 年 3 月 31 日) 
 
 
２－３ 予 算 
 
運営費交付金 
                                                  単位（千円） 
 年 度  
項 目 
2003 年度 2004 年度 2005 年度 
人 件 費  379,475   338,972  369,281  
物 件 費  116,803   118,855  106,719  
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科学研究費補助金 
                                                  単位（百万円） 
 年 度 
研究種目 
2003 年度 2004 年度 2005 年度 
件数 １／１ ０／１ ０／０ 
特別推進研究 
金額 ４２ ０ ０ 
件数 １／１ １／１ ０／０ 
特定領域研究 
金額 １０ ６ ０ 
件数 １１／１１ ９／１１ ６／８ 
基盤研究 
金額 ４１ ４２ ２９ 
件数 ０／０ ０／０ １／３ 
萌芽的研究 
金額 ０ ０ １ 
件数 １／１ ３／５ ５／６ 
若手研究 
金額 １ １０ ７ 
件数 １４／１４ １３／１８ １２／１７ 
計 
金額 ９４ ５８ ３７ 
教員一人当たり採択件数 ０．６６ ０．５６ ０．５０ 
    ※件数欄は、交付決定件数／申請件数 
 
研究拠点形成費補助金（２１世紀 COE） 
                                                  単位（千円） 
 年 度  
名 称 
2003 年度 2004 年度 2005 年度 
先端経済分析のインターフ
ェイス拠点の形成 
 97,000  114,100  100,200 
 
その他の外部資金 
                                                  単位（千円） 
 年 度  
項 目 
2003 年度 200４年度 2005 年度 
件数 1 1  1 
民間等との共同研究 
金額 0  0  0 
件数 8  3 5 
寄  附  金 
金額 47,880 41,500 42,275 
件数 0 1 6 
受 託 研 究 費 
金額 0  9,100 55,920 
件数 9 5  11 
計 
金額 47,880 50,600 98,144 
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２－４ 図 書 
   
図書蔵書数                
                                         (2006 年 3 月 31 日現在) 
区  分 図  書  冊  数 雑 誌 種 類 数 
和  書 40,210 冊 1,932 種 
洋  書 36,053 冊 495 種 
合  計 76,263 冊 2,427 種 
 
マッケンジー文庫 
     













２－５ 敷地と建物 （200６年 3 月 31 日現在） 
     
敷 地    京都市左京区吉田本町（京都大学本部構内）       2,208 ㎡ 
    建 物    鉄筋コンクリート４階建                   建面積   695 ㎡ 
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・ 金融工学とグローバル・ファイナンス  
・ 複雑系経済学 
・ 環境・医療・通信 
















































○ 経済研究所シンポジウム やさしい先端政策分析 ～京都から霞ヶ関への発信～ 
 









「TAMA（首都圏西部）と京都 ～二大イノベーション拠点の形成を目指して～」  
丸谷浩明（附属先端政策分析研究センター教授）    「企業防災の推進と関西の役割」 
北浦修敏（附属先端政策分析研究センター助教授）  「財政を巡る諸問題について」 
渡部良一（附属先端政策分析研究センター助教授）   「安全追求へ ～自殺行動の要因を探る～」 




○ 経済研究所 応用金融工学（野村証券グループ）寄附研究部門シンポジウム 2006    
 
日時：2006年 3月 17日(金) 10:00～17：00 
場所：三菱ビル 10F コンファランススクエア グランド  
プログラム： 
【午前の部】 研究シンポジウム 「金融工学の新潮流 2006」 
 
【挨拶】 
刈屋武昭（経済研究所客員教授／明治大学大学院グローバルビジネス研究科長）   
【講演】  
内山朋規（UCLA客員研究員／野村證券（株）金融経済研究所金融工学研究センター主任研究員）               
   「米国金融工学最前線－クレジットリスク－」 
William Shaw（Professor of Mathematical Finance, Department of Mathematics, King’s College, London）    
“New Methods for Managing the Student T-Distribution” 
梶井厚志（経済研究所教授）   「行動ファイナンスとその可能性：市場経済実験からの考察」 
 
【午後の部】 特別シンポジウム 「企業価値評価と金融工学－Ｍ＆Ａ時代の企業価値評価手法－」 
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【挨拶】 
加藤康之（経済研究所客員教授/野村證券（株）執行役・金融経済研究所金融工学研究センター長）    
【基調講演】 
佐和 隆光（経済研究所長）    「グローバリゼーションの意味を問い直す」      
岡田伸一（JFE ホールディングス株式会社 常務執行役員）   
「JFE ホールディングスの経営統合－シナジー創出と企業価値の向上－」 
刈屋武昭（経済研究所客員教授／明治大学大学院グローバルビジネス研究科長）  




住田孝之（経済産業省技術環境局産業技術振興課長）   
太田洋子（野村證券（株）金融経済研究所金融工学研究センター 事業数理研究グループリーダー）   
竹下明文（株式会社ジャフコ 第三投資本部産学連携投資部長）   
馬渡一浩（株式会社電通 MPマネジメント局データベース開発室プランニング・ディレクター）    
モデレーター： 





日時：2006年 3月 11日（土）9:50～12:00 
場所：日経ホール（日本経済新聞社 8階）  
プログラム： 
【基調講演】 
森本昌義（ベネッセコーポレーション 代表取締役社長兼 COO）  
「自分の頭で考え行動しよう！～”自立”・”自律”が世界に通じる力を築く」 
  
佐和隆光（経済研究所長）   















研  究  課  題 
※ 佐和   隆光 地球温暖化対策の経済影響 








※ 新後閑  禎  
金子 邦彦（東京大学） 
非線型経済動学の研究 
※  藤田   昌久 
森  知也 
Paul Krugman(マサチューセッツ工科大学） 
Jacques Thisse(ルーベン・カソリック大学） 
太田   充(筑波大学） 
空間経済システムの動学分析 












Almaz Mustafin（J. ワシントン大学） 
中央アジアの水資源と環境が経済発展に占める位置 
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※ 溝端佐登史 
上原 一慶 






※  坂井 昭夫 
河音 琢郎（和歌山大学） 
中西 泰造（愛媛大学） 




※ 柴田 章久 
澤田 康幸(東京大学） 
経常収支変動の経済分析 




※ 梶井 厚志 
宇井貴志（横浜国立大学） 
非期待効用理論を用いた新しいゲーム理論 




※ 西山 慶彦 
人見 光太郎（京都工芸繊維大学） 
川崎 能則（統計数理研究所） 
Root-N 局所対立仮説に対して検出力を持つ Nonparametric 
Granger 因果性検定の理論と応用 
※ 森 知也 
錦見 浩司(アジア経済研究所) 
Tony E. Smith (ペンシルバニア大学) 
空間経済システムの自己組織化に関する研究 








※ 原 千秋 
Christoph Kuzmics (ノースウエスタン大学） 
不完備な金融市場における資産価格の理論 
※ 宇南山  卓 日本経済と銀行行動 
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慶田  昌之(東京大学経済学研究科・院生) 
※ 花薗 誠 
Huanxing Yang (ペンシルバニア大学・院生） 
カルテル、需要変動、および価格の硬直性 





氏名 研  究  課  題 
佐和 隆光 日本の構造改革 
今井  晴雄 交渉解理論の多面的分析 
西村  和雄 教育の経済学 
新後閑 禎 経済動学の研究 
藤田  昌久 空間経済システムの自己組織化及び構造変化に関する研究 
小佐野 広 ストック・オプションの有効性 
塚谷  恒雄 中央アジアの環境問題と国際水利権 
照山 博司 労働移動の実証分析 
上原  一慶 中国における失業問題 
溝端佐登史 制度変動からみた市場経済移行理論 
坂井  昭夫 米国ニューエコノミー考 --総括的考察‐- 
柴田 章久 信用制約とマクロ経済 
有賀 健  職業紹介と教育機関 
梶井 厚志 不安と期待による市場経済の不安定性に関する新しい理論的アプローチ 
浅田 彰 グローバル・マネーとローカル・マネー 
西山 慶彦 Empirical Likelihood法を用いた計量経済分析の理論と応用 
森 知也 オブジェクト指向・並列プログラミングの経済分析への応用 
関口 格 長期的関係の経済理論分析 
中嶋 智之 日本経済のマクロ分析 
原 千秋 負の財の一般均衡理論 
宇南山  卓 消費者行動と物価指数 
花薗 誠 投資補助を考慮したホールドアップ問題の分析 
松岡 巌 情報技術の導入に伴うエネルギー消費と経済への影響評価 
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科学研究費補助金   
   単位：千円
研究種目 課題番号 研究代表者名 金額 研究課題名 
特定領域研究 12124206 有賀 健 6,000
雇用・教育・社会保障におけるリスク分担と市場機能
の実証分析 
萌芽研究 17653021 西山 慶彦 1,300 実験ゲームの計量経済分析のための手法とその応用
若手研究(Ａ) 16683001 森 知也 2,900
空間経済における自己組織化・パターン形成に関す
る実証・理論分析の方法に関する研究 
若手研究(B) 16710019 松岡 巌 1,000 マネジメントシステムの導入が経済へ与える影響評価
〃 17730129 関口 格 900
組織における継続的なインセンティブ付与に関する理
論的研究 
〃 17730130 中嶋 智之 1,300 非完備市場における最適金融政策について 
基盤研究(S) 13851002 藤田 昌久 19,000 複雑系空間経済学の構築と発展 
基盤研究(A) 15252002 塚谷 恒雄 7,000
中央アジア砂漠資源の開発保全とアフガニスタン北部
農業の創設 
基盤研究(B) 15330040 西山 慶彦 1,100
セミパラメトリックＥＬ法による統計的推測の１次及び高
次漸近理論とその応用 
基盤研究(C） 14530008 溝端 佐登史 700
市場移行諸国におけるコーポレート・ガバナンスシス
テムの変動と国際比較研究 
〃 16530116 今井 晴雄 800 協力ゲーム基礎論の再構築とその応用 
〃 17530142 小佐野 広 800 株価連動型報酬の役割と企業の内部コントロール 
外国人特別研究員
特別研究員奨励費 16・04017 
Colpan Meziyet Asli 
800 日本の繊維産業の技術投資と国際競争力の再構築 
外国人特別研究員 
〃 16・04269 TRAN Hanh 
Bich 
1,200 セーフティネットと日本の金融機関再建 
〃 17・1153 小川 貴之 1,100
合理的習慣形成に伴う景気変動及び不況下の世代
重複経済における経済政策の理論分析 
〃 17・2098 河合 啓一 900
集団における能力の学習過程に関する行動経済学的
アプローチ 
〃 17・52672 後閑 利隆 600
東アジアにおける地域統合と生産活動の集積：空間
経済学の視点からの理論と実証 
合計 47,400   
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【参考資料】 2002年度～2005年度の科学研究費補助金交付状況 
 年 度 
項 目  
2002年度 2003年度 2004年度 2005年度 
交付件数（件） 13 14 11 12 




寄 附 金 
   単位：千円
寄附者 担当教員名 寄附金額 寄附目的 
財団法人日本経済研究奨励財団 今井晴雄 500 国際環境協定の設計とそのゲーム分析に関する助成 
財団法人村田学術振興財団 原 千秋 600 
資産市場の国際化と投資家の資産選択行動に関する助
成 
野村證券株式会社 佐和隆光 40,000 高度な金融工学の研究とその実務への応用を促進する 
財団法人石井記念証券研究振興
財団 
原 千秋 675 利子率期間構造のミクロ経済学的基礎 






委託者 受託金額 研究課題名 
財団法人運輸政策研究機構 6,500 発展途上国のモータリゼーションにおける CO2排出量予測 
環境省 10,500 平成１７年度地球温暖化対策の経済的側面に関する調査研究 




財務省 9,960 マクロ経済モデルを用いた財政の中長期的分析 
内閣府経済社会総合研究所 8,970 社会病理の一つとしての自殺の経済社会的要因に関する調査 
合計 55,920 
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【参考資料】 2002年度～2005年度の寄附金、受託研究費受入状況 
 
 年 度 
項 目  
2002年度 2003年度 2004年度 2005年度 
件数（件） 6 8 3 5 
寄 附 金 
金額（千円） 48,823 47,880 41,500 42,275 
件数（件） 3 0 1 6 
受託研究費 
金額（千円） 30,500 0 9,100 55,921 
件数（件） 10 9 5 11 
計 
金額（千円） 79,323 47,880 50,600 98,144 
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所内研究会    




















2005.4.21 茂見岳志 同志社大学 
The index of a GEI economy when the 






A Dynamic Analysis of Bid-Ask Spreads 
with Multiple Trade Sizes 
経済研究所研
究会 
2005.4.28 岡田章 一橋大学 
A Noncooperative Approach to General 





究 所 、 Victoria 
University of 
Wellington 
Numerical Solutions to Lump-Sum 
Pension Fund Problems That Can Yield 
Left-Skewed Fund Return Distributions 
経済研究所研
究会 
2005.5.12 天谷研一 神戸大学 




2005.5.18 Jang-Ting Guo 
University of 
California 
Maintenance Labor and Indeterminacy 















Public versus private education in an 










2005.5.23 市村英彦 東京大学 
Changes in the Distribution of Male and 
Female Wages Accounting for 
Employment Composition Using Bounds 
計量経済学セミ
ナー 
2005.5.25 Saber Elaydi Trinity大学 Lecture on Chaos and Nonlinear Dynamics COE研究会 
2005.5.26 七條達弘 大阪府立大学 
A METHOD OF SELLING GOODS 
WITH NETWORK EXTERNALITIES 
ミクロ経済学・ゲ
ーム理論研究会
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2005.6.1 新谷元嗣 Vanderbilt大学 
Testing for a Unit Root against 













Quasi-Likelihood Estimation of Stable 



















The Optimal Choice of Moments in 







Minimax Estimation and Testing for 








Relativistic t-Topos and 
Space-Time-Matter 
COE研究会 
2005.6.23 村田安寧 日本大学 
General Equilibrium Models of 
Monopolistic Competition: CRRA versus 
CARA (with Kristian Behrens (CORE)) 
ミクロ経済学・ゲ
ーム理論研究会
2005.7.2 Steven Rosefielde 
University of 
North Carolina 
Turmoil in Russia: Sputtering Toward 
Fortress Russia 
COE研究会 
2005.7.7 Rafael Rob 
ペンシルバニア
大学 
Is Bigger Better? Customer base expansion 
through word of mouth reputation 
ミクロ経済学・ゲ
ーム理論研究会
2005.7.8 小西秀樹 東京工業大学 
Spending Cuts or Tax Increases? The 










2005.7.19 Ricardo Lagos 
New York 
University 




2005.7.20 Shinichi Sakata 
British Columbia
大学 




2005.7.21 John Wooders 
University of 
Arizona 
Auctions with a Buy Price 
ミクロ経済学・ゲ
ーム理論研究会





Uniqueness of stationary equilibrium 
payoffs in coalitional bargaining 
ミクロ経済学・ゲ
ーム理論研究会
2005.7.23 新海哲哉 関西学院大学 Efficient Patent Pools 契約論研究会 
2005.7.23 林田修 大阪経済大学 
The Employment Relation and the Theory 
f the Arms's Length Contracting vs 
Authority 
契約論研究会 
2005.7.28 芝田隆志 京都大学 













The rise of commerce: the division of labor 
between production and commerce in 
multiple equilibria 
都市経済学ワー





On the evolution of the spatial economy 
with multi-unit・multi-plant firms: the 
impact of IT development (藤田昌久と共
著） 
都市経済学ワー
クショップ   
石田潤一郎 大阪大学 
Outward Foreign Direct Investment in 
Unionized Oligopoly: Some Welfare 
Implications (with Noriaki Matsushima) 
都市経済学ワー









クショップ   
2005.9.16 丸川知雄 東京大学 中国自動車産業の集積構造 定例研究会 
2005.9.22 坂井豊貴 横浜市立大学 
Fair waste pricing: an axiomatic analysis to 








Perspective of Russian Economy 
経済研究所研
究会 
2005.9.29 Frank Hansen 
University of 
Copenhagen 































































2005.10.6 Olivier Tercieux 
京都大学経済研
究所客員助教授 




豊田哲也 徳島大学 所得格差の拡大と都市圏の空間構造 
都市経済学ワー






クショップ   




Tax competition, location, and horizontal 




2005.10.26 大屋幸輔 大阪大学 
Estimation of Integrated Volatility with 
Noisy High Frequency Data 
計量経済学セミ
ナー 
2005.10.27 上東貴志 神戸大学 
An alternating move game with additively 
separable payoffs: with application to tariff 









2005.11.10 清水崇 関西大学 
A Dynamic General Equilibrium Model 
with Centralized Auction Markets 
ミクロ経済学・ゲ
ーム理論研究会
2005.11.17 関口 格 
京都大学経済研
究所 




2005.11.18 田中勝人 一橋大学 ウェーブレット解析について 
計量経済学セミ
ナー 
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Unemployment, Trans-boundary Pollution, 
and Environmental Policy in a Dualistic 
Economy (福山博文と共著） 
都市経済学ワー
クショップ   
2005.11.25 
佐藤泰裕 名古屋大学 
Competing for capital when labor is 
heterogeneous (with J.-F. Thisse) 
都市経済学ワー
クショップ   
Bernard Chavance Paris 7, CEMI 





Eric Magnin Paris 7 
Redistribution regimes of the new EU 













"The Analysis of Pre-play Communication 























Factors of Competitiveness of Russian 
SMEs: Evidence from A Pilot Survey in 




















2005.12.15 太田勝憲 神戸大学 




2005.12.16 山鹿久木 筑波大学 
The Effects of Density and Crowding on 
Market Entry Behavior in Geographical 
Space 
都市経済学ワー
クショップ   
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佐藤主光 一橋大学 Decentralization and Open Economies 
都市経済学ワー




Decentralization and Open Economies 
都市経済学ワー
クショップ   
渡邊直樹 一橋大学 
Stable Profit Sharing in Patent Licensing: 




Subjective Evaluation in the Agency 
Contract and the Reputation of the 
Principal 
契約論研究会 
2005.12.22 小島武仁 ハーバード大学 
Incentives and Stability in Large 









2006.1.19 曽道智 香川大学 
Generalized Metarationalities in the graph 

















Intergenerational Linkages and Economic 
Geography 
都市経済学ワー
クショップ   
石橋郁雄 青山学院大学 













2006.2.1 黒住英司 一橋大学 
Point optimal test for cointegration with 






Does the First Job Really Matter? State 




2006.2.9 石川竜一郎 筑波大学 







Has the Credit Crunch Occurred in Japan 





A Belief-Free Review Strategy in Repeated 
Games with Private Monitoring 
ミクロ経済学・ゲ
ーム理論研究会
2006.2.17 岩崎一郎 一橋大学 ロシア企業統治研究の展望 経済研究所研
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究会 
2006.2.23 堀江真由美 大阪経済大学 
A Unified Characterization of 




New Economic Geography with 
Heterogeneous Preferences: An 
Explanation of Segregation 
都市経済学ワー






クショップ   
本多俊毅 一橋大学 






A structural model of electricity price 







クショップ   
2006.3.3 
秋田隆裕 国際大学 
Geographic Concentration of 
Manufacturing Industries in Japan: Testing 
Hypotheses of New Economic Geography 
都市経済学ワー
クショップ   
2006.3.5 守田智 静岡大学、他 





2006.3.15 本田敏雄 一橋大学 
Nonparametric least absolute deviation 




2006.3.16 須賀晃一 早稲田大学 








Higher School of 
Economics, 
Moscow 
The International Seminar on "Transition 
at the micro-economic level: Comparative 
Analysis of Corporate Institutions in 
Russia and in China. 
国際セミナー 2006.3.17 






The International Seminar on "Transition 
at the micro-economic level: Comparative 
Analysis of Corporate Institutions in 
Russia and in China. 
国際セミナー 
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The International Seminar on "Transition 
at the micro-economic level: Comparative 
Analysis of Corporate Institutions in 






The International Seminar on "Transition 
at the micro-economic level: Comparative 
Analysis of Corporate Institutions in 
Russia and in China. 
国際セミナー 








The International Seminar on "Transition 
at the micro-economic level: Comparative 
Analysis of Corporate Institutions in 










The International Seminar on "Transition 
at the micro-economic level: Comparative 
Analysis of Corporate Institutions in 
Russia and in China. 
国際セミナー 
Tomoo Marukawa  Tokyo University
The International Seminar on "Transition 
at the micro-economic level: Comparative 
Analysis of Corporate Institutions in 
Russia and in China. 
国際セミナー 
Rosalina Ryvkina  
ISEPN, Russian 
Higher School of 
Economics, 
Moscow 
The International Seminar on "Transition 
at the micro-economic level: Comparative 
Analysis of Corporate Institutions in 
Russia and in China. 
国際セミナー 





The International Seminar on "Transition 
at the micro-economic level: Comparative 
Analysis of Corporate Institutions in 
Russia and in China. 
国際セミナー 
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Ichiro Iwasaki  
Hitotsubashi 
University 
The International Seminar on "Transition 
at the micro-economic level: Comparative 
Analysis of Corporate Institutions in 





The International Seminar on "Transition 
at the micro-economic level: Comparative 
Analysis of Corporate Institutions in 
Russia and in China. 
国際セミナー 
Maho Shiraishi  
KIER, Kyoto 
University 
The International Seminar on "Transition 
at the micro-economic level: Comparative 
Analysis of Corporate Institutions in 





The International Seminar on "Transition 
at the micro-economic level: Comparative 
Analysis of Corporate Institutions in 





The International Seminar on "Transition 
at the micro-economic level: Comparative 
Analysis of Corporate Institutions in 








The International Seminar on "Transition 
at the micro-economic level: Comparative 
Analysis of Corporate Institutions in 




Higher School of 
Economics, 
Moscow 
The International Seminar on "Transition 
at the micro-economic level: Comparative 
Analysis of Corporate Institutions in 







The International Seminar on "Transition 
at the micro-economic level: Comparative 
Analysis of Corporate Institutions in 







Higher School of 
Economics, 
Moscow 
The International Seminar on "Transition 
at the micro-economic level: Comparative 
Analysis of Corporate Institutions in 
Russia and in China. 
国際セミナー 
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早川和伸 慶應義塾大学 
Home Bias for Intermediate and Finished 
Goods: Evidence from East Asia 
都市経済学ワー
クショップ   
2006.3.24 
近藤広紀 信州大学 
Economic Geography and the Strategic 
Provision of Public Infrastructure 
都市経済学ワー
クショップ   









The Polish Transition Process. The 





Experimental Analysis on the Role of a 
Large Speculator in Currency Crises 
ミクロ経済学・ゲ
ーム理論研究会
2006.3.31 秋田 次郎 
東北大学経済学
研究科 
On Alternative CDM Baseline Schemes 
and Their Appropriateness: Ex-Ante, 






  ２００３年度 ２００４年度 ２００５年度 
  







北   米 25 13 11 
中 南 米 0 1 0 
ヨーロッパ 17 19 31 
オセアニア 3 1 2 
中   東 0 0 1 
アフリカ 0 1 0 
合 計 51 50 59 
  
海外渡航      
氏名 渡航期間 目的国 用務 
宇南山 卓 4月 1日 ～ 9月 1日 イギリス 「日本の家計の消費行動についての分析」に関する研究 




原 千秋 5月 19日 ～ 5月 24日 イギリス 
協力・非協力ゲーム理論における情報の問題に関する研究
打合せ 
関根  順 5月 29日 ～ 6月 2日 
中華人民共
和国 
Fourth Colloquium on Backward Stochastic Differential 
Equations and Their Applivations に出席及び講演 
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溝端佐登史 6月 5日 ～ 6月 26日 ロシア 
平成 17年度対ロシア技術支援日本センター巡回講座事
業・訪日研修事業「WTO加盟（欧ロ部）」講師のため 
西村和雄 6月 7日 ～ 6月 17日 フランス 
Alain Venditti(GREQUAM)教授と複雑系経済学において
の共同研究を行う 
藤田昌久 6月 15日 ～ 6月 21日 スウェーデン
"Innovation, Dynamic Regions and Regional Dynamics"と題
する International Workshop に出席し、複雑系空間経済学
に関する研究発表を行う 
小佐野 広 6月 19日 ～ 6月 28日 フランス 
応用金融工学、特に企業金融の研究に係る資料収集 
第 9回 Real Option 国際会議出席 








中嶋智之 6月 26日 ～ 7月 4日 
ドイツ･スペイ
ン 
2005SAET Conference in Vigo に出席  
原 千秋 6月 26日 ～ 7月 5日 スペイン 2005SAET Conference in Vigo に出席  
溝端佐登史 7月 24日 ～ 8月 1日 ドイツ 
平成 17年度日本学術会議代表派遣により、国際中・東欧学
会世界大会に参加のため 





藤田昌久 8月 12日 ～ 8月 27日 フランス 複雑系空間経済学の構築と発展に関する共同研究を行う 
梶井厚志 8月 18日 ～ 9月 6日 イギリス 
先端経済分析のインターフェイス拠点形成のため
Economietric Society 2005 World Congress に出席および
発表 






関口 格 8月 18日 ～ 8月 29日 
イギリス・オラ
ンダ 
Econoometric Society World Congressにて、リスクのある環
境のゲーム分析に関する資料収集 
European Economic Association Congressにて、リスクのある
環境のゲーム分析に関する資料収集 
原 千秋 8月 18日 ～ 8月 26日 イギリス 
Econoometric Society World Congress 2005 に出席して発
表を行う 
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溝端佐登史 8月 23日 ～ 8月 27日 ロシア 
アジア太平洋地域におけるロシア極東地方事業ワークショッ
プに参加 
児玉 俊洋 8月 26日 ～ 9月 1日 大韓民国 
各地の産業クラスターについての全般的ヒアリング、漢陽大
学フォーラムにおける招待発表及び研究打合せ 




An Amamef Conferenceに参加及び講演（フランス） 

















有賀  健 9月 18日 ～ 10月 9日 イタリア 
高度な金融工学の研究とその実務への応用を促進すること
に関しての研究打合せ 




原 千秋 10月 20日 ～ 10月 25日 アメリカ 
2005 NSF/CEME Mathematical Economics Conferenceに出
席し、"Efficient Risk-Sharing Rules with Heterogeneous Risk 
Attitudes and Background Risks"について研究発表を行う 










IJET 特別号記念会議"Intertemporal Eauilibria, 
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新後閑  禎 10月 28日 ～ 11月 2日 ポルトガル 
Teresa Lloyd Braga教授と先端経済分析のインターフェイス
拠点の形成に係る経済動学の研究打合せを行う 
IJET 特別号記念会議"Intertemporal Eauilibria, 
Aggregation and Sunspots; in honor of Jean Michel 
Grandmont"に出席する 
溝端佐登史 10月 30日 ～ 11月 6日 ロシア 
国庫ロシア経済法運用・市場慣行実態調査事業の現地調
査 
中嶋智之 11月 2日 ～ 11月 5日 大韓民国 マクロ経済学についての研究打合せ 
森 知也 11月 9日 ～ 11月 14日 アメリカ 
北米地域学会第５２回年次大会に出席し、複雑系空間経済
学の構築と発展に関する研究発表、討論を行う 








児玉 俊洋 11月 16日 ～ 11月 20日 アメリカ 
World Bank and SSRC - 2nd Workshop on University 
Industry Linkages in Asia に出席し報告を行う 
梶井厚志 11月 21日 ～ 11月 28日 フランス 
「ゲーム理論のフロンティア」に関する研究打合せ 
HEC Economics Workshop出席および研究発表 
関口 格 11月 21日 ～ 12月 1日 イギリス 制度のゲーム分析に関する研究発表および研究打合せ 
原 千秋 11月 21日 ～ 11月 27日 フランス 
研究打合せおよび HEC Econmics Workshop 2005にて研
究報告を行う 









今井晴雄 12月 10日 ～ 12月 19日 オーストラリア
MODSIM05へ出席し「協力ゲーム基礎論の再構築とその応
用」に関する研究発表を行う 
西山慶彦 12月 10日 ～ 12月 16日 オーストラリア
MODSIM05へ出席し「実証段階におけるカオス研究の哲学
的考察」に関する研究発表を行う 
西山慶彦 12月 25日 ～ 1月 2日 アメリカ 
「実験ゲームの計量経済分析のための手法とその応用」に
ついての共同研究 
小佐野 広 1月 5日 ～ 1月 10日 アメリカ 「アメリカファイナンス学会」出席 
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関口 格 1月 5日 ～ 1月 10日 アメリカ 2006 North American Winter Meetingに出席する 





中嶋智之 2月 1日 ～ 2月 5日 香港 応用金融工学に関する研究発表と資料収集 
藤田昌久 2月 15日 ～ 2月 25日 インド 
India Leadership Forumに出席後、意見交換、農村調査、現
地調査、工場見学を行う。 







梶井厚志 2月 19日 ～ 2月 22日 香港 研究発表セミナー、及び資料収集 
宇南山 卓 3月 5日 ～ 9月 13日 アメリカ 「日本の家計の消費行動についての分析」に関する研究 
関口 格 3月 15日 ～ 3月 23日 アメリカ 制度のゲーム分析のための共同研究 
一方井誠治 3月 21日 ～ 3月 26日 タイ 
IR3S-AIT Joint Symposium on  Sustainability Scienceへの
出席及び資料収集  
佐和隆光 3月 21日 ～ 3月 24日 タイ 
IR3S-AIT Joint Symposium on  Sustainability Scienceへの
出席および講演 
藤田昌久 3月 23日 ～ 3月 26日 フランス 
「欧州から見た「東アジア統合」について」と題する研究報告
会に出席し、意見交換を行う。 
西山慶彦 3月 28日 ～ 3月 30日 大韓民国 研究打合せ及びワークショップへの出席 
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vol. 59, pp. 345-364, 2005 
No.658  Kenn Ariga "Horizontal transfer, vertical promotion, and evolution of firm organization",  Journal of the 






No.604  Masahisa Fujita and Tomoya Mori, "Frontiers of the New Economic Geography" April 2005. 
No.605  Yuichi Kimura, "Learning Own Ability and Migration of the Young: Evidence from Thailand" July 2005. 
No.606  Kristina Toderich and Tsuneo Tsukatani, "Water/Pasture Assessment of Registan Desert (Kandahar and    
Helmand Provinces)" October 2005. 
No.607  Jiro Akita, Haruo Imai and Hidenori Niizawa, "Ex-Post CDM Baselines, Self-Leakage and  
Counterproductive CDM" October 2005. 
No.608  Simon Grant and Atsushi Kajii, "Probabilistically Sophisticated Multiple Priors." October 2005. 
No.609  Chiaki Hara, "Heterogeneous Risk Attitudes in a Continuous-Time Model" December 2005. 
No.610  Leonid Kosals, "Interim outcome of the Russian transition: clan capitalism" January 2006. 
No.611  Tomoya Mori, "MONOCENTTRIC VERSUS POLYCENTRIC MODELS IN URBAN ECONOMICS"    
January 2006. 
No.612  Nader Ghotbi and Tsuneo Tsukatani, "Interstates Cooperation for Irrigation of Amu Darya River Banks,  
Its Potential Role as a Solution for the Poppy Problem" March 2006. 
No.613  Yoshiyasu Ono and Akihisa Shibata, "Capital Income Taxation and Specialization Patterns: Investment    





No.0501 刈屋武昭・加藤康之・内山朋規・諏訪部貴嗣 ｢企業価値向上のための戦略的人的資源管理」 
2005年 9月 
No.0502 坂井昭夫 「米国財政収支の過去・現在・未来－双子の赤字」の再来を考える一環として－」 
 2005年 11月 
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新聞掲載一覧 
日付 掲載紙 氏名 タイトル 












2005年 7月 15日 京都新聞 佐和隆光 京大 環境問題で寄附講座 -10月から初の一般公開 
2005年 7月 15日 読売新聞 佐和隆光 経財白書 具体性欠く「小さな政府」 負の側面言及なく 
2005年 7月 15日 読売新聞 佐和隆光 
落札率と品質相関なし-国交省発注工事専門家分析 大臣
らの主張覆す 
2005年 8月 14日 京都新聞 西村和雄 意志高める教育提案 京に自立学習支援研 
2005年 8月 17日 日本経済新聞 佐和隆光 郵政民営化 VS公社維持 政府・与党案と民主案徹底比較 




















2006年 1月 24日 京都新聞 佐和隆光 バブル経済の負の遺産 
2006年 1月 25日 日本経済新聞   
「霞ヶ関へ提言」来月シンポ（平成 18年 2月 18日開催経済
研究所シンポジウム「やさしい先端政策分析」記事） 




2006年 2月 3日 朝日新聞 佐和隆光 風知草「京都議定書」後を問う 
2006年 2月 3日 読売新聞 丸谷浩明 大災害後の事業継続議論 神戸 企業防災シンポに 300人
2006年 2月 5日 京都新聞 丸谷浩明 
商店街活動に「防災」加えて  
彦根の商店主 30人が参加 専門家から学ぶ 
- 52 - 
2006年 2月 6日 日本経済新聞 佐和隆光 
サステイナビリティ学創生シンポ「持続可能社会へ貢献」 
日本・大学の役割訴え 




2006年 2月 10日 朝日新聞 佐和隆光 風知草－人と関わり幸福実感 
2006年 2月 16日 読売新聞 丸谷浩明 企業防災シンポジウム 地域の連携不可欠 
2006年 2月 17日 朝日新聞 佐和隆光 風知草－携帯電話、不況の元凶 
2006年 2月 24日 朝日新聞 佐和隆光 風知草－社会の品格にこだわれ 
2006年 2月 24日 朝日新聞 佐和隆光 
「Tシャツ起業」で経済学ぼう 
中学 3年生向け野村証券が教材 
2006年 2月 28日 読売新聞 佐和隆光 京都大附置研究所の未来 「環境制約」発展のバネに 








2006年 3月 3日 朝日新聞 佐和隆光 風知草－環境制約バネ、技術革新 
2006年 3月 5日 日本経済新聞 佐和隆光 
シンポジウム「サステイナビリティ学が拓く地球と文明の未来」
環境のために、今何をすべきか 
2006年 3月 7日 日本経済新聞 佐和隆光 「環境」「成長」共存探る   東大・京大などが研究機構 
2006年 3月 7日 京都新聞 佐和隆光 
持続可能社会へ研究組織 
京大来月設立 東大や阪大連携 人材育成や提言も 
2006年 3月 10日 朝日新聞 佐和隆光 風知草－成果主義成り立つわけ 
2006年 3月 15日 読売新聞 佐和隆光 
再点検 小さな政府論「官」「民」の在り方を問う－ 市場主義
の矛盾噴出 
2006年 3月 17日 読売新聞   
京大 16研究所・センター連携「危機」などテーマにシンポ 
東京で第 1回 
2006年 3月 17日 朝日新聞 佐和隆光 風知草－所得格差、過度に拡大 
2006年 3月 24日 朝日新聞 佐和隆光 風知草－虚学で身につける知 





















  担当教員数 
  1 
 
４－２ 大学院生受入状況 
 ２００３年度 ２００４年度 ２００５年度 
修士課程 １８ 人 １５ 人 １３ 人 
博士課程 ３０ 人 ２１ 人 ２７ 人 
計 ４８ 人 ３６ 人 ４０ 人 
 
４－３ 研究生受入状況 
２００３年度 ２００４年度 ２００５年度 
８  人 ５  人 ２  人
 
４－４ ポスト･ドクター（ＰＤ）受入状況 
２００３年度 ２００４年度 ２００５年度 
７  人 ３  人 １１  人
 
４－５ 日本学術振興会外国人特別研究員受入状況 
２００３年度 ２００４年度 ２００５年度 
２  人 ２  人 ２  人
 



















Record of visiting international researcher 
period of stay at KIER 
name home institute position 
arrival departure 




Kyoto Institute of Technology 







of Japan's Textile Industry
Qi, Ling 
The School of Economic, 
Henan University 
Professor 2004/4/1 2007/3/31 
Studies on the dynamic 
model of economic growth 
with endogenous fertility 
Tran Hanh Bich 
Head Office, Bank for Foreign 















Universidad Carlos Ⅲde 





"Hot and Spicy: Ups and 
Downs on the Price Floor 
and Ceiling at Japanese 
Supermarkets" 
 ２００３年度 ２００４年度 ２００５年度 
 
ア ジ ア 






北   米 １６ １７ ９ 
中 南 米 ０ ０ １ 
ヨーロッパ １３ １５ ２０ 
オセアニア ２ ６ ２ 
中   東 ０ １ ２ 
アフリカ ０ ０ ０ 
計 ３７ ４２ ５０ 
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Guo, Jang-Ting 
Department of Economics, 









Professor 2005/5/23 2005/5/27 
Purpose of working jointly 
with Professor Nishimura 
on economic dynamics and 







2005/5/30 2005/6/6   
Kato, Goro 
Department of Mathematics, 
Cal Poly State University 
Professor 2005/6/23 2005/6/24 
Purpose of working jointly 
with Professor Nishimura 
on complex economic 
systems. 
Goenka, Aditya 
National University of 
Singapore, University of Essex 
Department of Economics 
Associate 
Professor 
2005/6/27 2005/7/5 Sunspots Economy 
Roesfielde, 
Steven 
The University of North 
Carolina at Chapel Hill 
Professor 2005/7/1 2005/7/2 
Turmoil in Russia: 
Sputtering Toward Fortress 
Russia 
Rob, Rafael 
Department of Economics, 
University of Pennsylvania 
Professor 2005/7/6 2005/7/9 
joint research on 
game-theoretic analysis of 
economic institutions 
Lagos, Ricardo New York University 
Assistant 
Professor 
2005/7/17 2005/7/20 Liquidity and Asset Prices
McLennan, 
Andrew Moutin 
Department of Economics, 
University of Minnesota 






Department of Economics, 
University of Arizona 






Universidad Carlos Ⅲde 





"The rise of commerce: the 
division of labor between 
production and commerce 




Department of Economics 





Higher School of Economics, 
Department of Economic 
Sociology 
Professor 2005/9/2 2006/5/31 
Institutional Changes and 
Adaptation in Market 
Transition 




Economiques, Ecole Normale 
Superieure, Ecole des Hautes 
Etudes en Sciences Socials, 









Sibelian Academy Public 
Service 
Professor 2005/9/26 2005/9/26 




Center for Operations Research 
and Econometrics,Universite 




Advances in monopolistic 
competition, international 
trade, and the "home 
market effect" 
Ozsvald, Eva 
Institute of Economics of 





Research on Corporate 
Organization and 
Institutions Changes in 









Russian Nationalism and 
the 19th century Policy of 
Russification in the 









Approach to the global 
environmental problem 
through social and 





Bulgarian National Bank 
Managing Board 













Professor 2005/11/22 2005/11/27 
The 21st Century COE 
Program of the 
international conference  
"The Wider Europe: 
Institutions and 
Transformation" 
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Csaba, Laszlo 
Central European University, 
International Relations and 
European Studies Department 
Professor 2005/11/23 2005/11/30 
Ko, Jong Hwan 
Faculty of International and 
Area Studies, Pukyong 
National University 
Professor 2005/11/24 2005/11/26 
Yudaeva, 
Ksenia 
Center for Economic and 
Financial Research 
Professor 2005/12/9 2005/12/9 
Foreign Direct Investment 




State University-Higher School 
of Economics 
Professor 2005/12/9 2005/12/9 
Factors of 
Competitiveness of 
Russian SMEs: Evidence 




Department of Economics, 
Harvard University 






Department of Economics, 
Dalhausie University 





European University Institute  Professor 2006/1/29 2006/1/31 
Presentation of a paper and 
discussion of research with 
faculty members. 
Mitra, Tapan 
Department of Economics, 
Cornell University 
Professor 2006/1/29 2006/2/4 
Purpose of working jointly 
with Professor Nishimura 
on economic dynamics. 
Kondo, Ayako Columbia University Ph.D Student 2006/2/2 2006/2/3 
Seminar Presentation 




Department of Economics, 
Cornell University 
Professor 2006/2/11 2006/2/16 
Purpose of working jointly 
with Professor Nishimura 




Professor 2006/2/17 2006/2/23 





Department of Economic 
Sociology, State-University 
Higher School of Economics 
Professor 2006/3/13 2006/3/20 
The International Seminar 
on "Transition at the 
micro-economic level: 
- 58 - 
Nahata, Babu 
University of Louisville,Center 








University of Louisville, 








Department of Economic 
Sociology, State-University 
Higher School of Economics 
Professor 2006/3/16 2006/3/20 
Sun, Binyi 
East China Normal University, 
Department of Business 
Management of Business 
College 
Professor 2006/3/16 2006/3/20 
Huang, Yan 
East China Normal University, 
Department of Business 
Management of Business 
College 
Professor 2006/3/16 2006/3/20 
Comparative Analysis of 
Corporate Institutions in 
Russia and in China. 
William, Shaw 












Research at Kozminski 
Business School in Warsaw 
Professor 2006/3/30 2006/3/30 
"The Polish Transition 




  斉     玲 （中国河南大学経済学院 教授） 
          「経済成長論に関する研究」 
          （2002 年 10 月 11 日～2005 年 3 月 31 日） 
「内生的出生率を持つ動学的モデルに関する研究」 
          （2004 年 4 月 1 日～2006 年 3 月 31 日） 
   
キホ・ジョン（慶北国立大学経済貿易学部 教授・学部長） 
「ノンパラメトリック Granger 因果生の検定に関する共同研究」 
(2005 年 3 月 22 日～2005 年 4 月 30 日) 
 
外国人共同研究者 
 チョルパン・メジエット アスリ（日本学術振興会外国人特別研究員） 
- 59 - 
「日本の繊維企業の技術投資と国際競争力の再構築」 
(2004 年 4 月 1 日～2006 年 3 月 31 日)  
チャン・ハン ビ （日本学術振興会外国人特別研究員） 
「セーフティネットと日本の金融機関再建」 
(2004 年 9 月 1 日～2006 年 8 月 31 日) 
 
日本学術振興会外国人特別研究員  
チョルパン・メジエット アスリ 「日本の繊維企業の技術投資と国際競争力の再構築」 
(2004 年 4 月 1 日～2006 年 3 月 31 日)  
チャン・ハン ビ 「セーフティネットと日本の金融機関再建」 
(2004 年 9 月 1 日～2006 年 8 月 31 日) 
 




日時 テーマ 場所 
2005年 6月 13日-15
日 
International Symposium on Spatial Economics and 
Transportation（共催） 
三井アーバンホテル 仙台 
2005年 6月 25日 
GETA2005：The Second Asian Workshop on General 
Equilibrium Theory （共催） 
東京大学本郷キャンパス（東京） 
2005年 10月 5日 公開講座：カオスと複雑性への誘い （主催） 京都大学百周年時計台記念館 





2005 年 11 月 24 日
-26日 
International Conference "The Wider Europe: 
Integration and Transformation" （主催） 
京都大学百周年時計台記念館、
京大会館 
2006 年 3 月 4 日-5
日 
3rd International Conference on Economic Theory  




The International Seminar on "Transition at the 
micro-economic level: Comparative Analysis of 








  P45 3 研究活動 3-2 研究活動 の海外渡航資料を参照 




年 月 研究成果の概要 社会的ニーズとの関わり・社会的貢献 教員名 
2005.03 
International Journal of Economic 
Theory の発刊               
ノーベル賞を生む経済誌として新聞で紹
介                  
西村 和雄   
2006.03 
アフガニスタン農業再生の社会的技
術的提案を行った            
砂漠化と戦乱後の農業再生に貢献した   塚谷 恒雄   
2005.07 
異質性がもたらす資産価格への影
響                     
ファイナンス工学への応用          原 千秋   
2006.02 
地球温暖化対策の経済的側面に関
する調査研究            
外国企業の二酸化炭素削減に係る限界
削減費用の把握                 
一方井 誠治 
石川 大輔 
大堀 秀一   
2006.03 災害時の企業の事業継続の研究   
関西広域連合協議会等と連携したシンポ
ジウム開催や企業の取組支援         






























大学院授業内容への反映 原 千秋   
 




浅田 彰 県立長野図書館 アドバイス委員 
石川大輔 独立行政法人経済産業研究所 地域金融の研究会委員 
一方井誠治 （財）運輸政策研究機構 途上国道路輸送 CO2 排出抑制政策に関する研究会委員 
宇南山 卓 総務省統計局 物価指数研究会委員 
宇南山 卓 総務省統計局 物価構造研究会委員 
小佐野広 日本学術会議 日本学術会議連携会員 
佐和隆光 総合地球環境学研究所 評価委員会委員 
佐和隆光 （財）関西エネルギー・リサイクル科学研究振興財団 理事 
佐和隆光 情報・システム研究機構 国立情報学研究所  アドバイザリーボード委員 
佐和隆光 電気通信大学 経営協議会学外委員 
佐和隆光 大阪大学社会経済研究所 運営諮問委員会委員 
佐和隆光 （財）稲盛財団  評議員／研究助成選考委員会委員 
佐和隆光 独立行政法人国際観光振興機構 アドバイザリー コミッティ委員 
佐和隆光 環境省 中央環境審議会委員 
佐和隆光 国土交通省 交通政策審議会委員 
佐和隆光 （財）日本環境協会 理事 
佐和隆光 環境省 独立行政法人評価委員会臨時委員 
佐和隆光 立命館大学 大学評価委員会委員 
佐和隆光 情報・システム研究機構 統計数理研究所 リスク解析戦略研究センター顧問 
佐和隆光 総合地球環境学研究所 研究プロジェクト評価委員会委員 
佐和隆光 （財）運輸政策研究機構 途上国道路輸送 CO2 排出抑制政策に関する研究会委員 
西村和雄 大阪大学社会経済研究所 運営諮問委員会委員 
藤田昌久 日本貿易振興機構 アジア経済研究所 非常勤所長 
藤田昌久 国土交通省 国際競争力を有する拠点の形成策に関する検討委員会委員 
藤田昌久 東北大学大学院情報学研究科 外部評価委員会委員 
藤田昌久 国土交通省 国土審議会特別委員 
藤田昌久 日本学術会議 会員 
松岡 巌 （財）無人宇宙実験システム研究開発機構 太陽光発電利用委員会委員 
松岡 巌 （財）運輸政策研究機構 途上国道路輸送 CO2 排出抑制政策に関する研究会委員 








丸谷浩明 内閣府 中央防災会議専門委員 
丸谷浩明 特定非営利活動法人事業継続推進機構 理事長 
丸谷浩明 特定非営利活動法人京都災害ボランティアネット 顧問 
丸谷浩明 内閣府 企業等の事業継続・防災評価検討委員会委員 






○ 経済研究所シンポジウム やさしい先端政策分析 ―京都から霞ヶ関への発信― 
 









「TAMA（首都圏西部）と京都 ～二大イノベーション拠点の形成を目指して～」  
丸谷浩明（附属先端政策分析研究センター教授）    「企業防災の推進と関西の役割」 
北浦修敏（附属先端政策分析研究センター助教授）  「財政を巡る諸問題について」 
渡部良一（附属先端政策分析研究センター助教授）   「安全追求へ ～自殺行動の要因を探る～」 




○ 経済研究所 応用金融工学（野村証券グループ）寄附研究部門シンポジウム 2006    
 
日時：2006 年 3 月 17 日(金) 10:00～17：00 
場所：三菱ビル 10F コンファランススクエア グランド  
プログラム： 
【午前の部】 研究シンポジウム 「金融工学の新潮流 2006」 
 
【挨拶】 
- 64 - 
刈屋武昭（経済研究所客員教授／明治大学大学院グローバルビジネス研究科長）   
【講演】  
内山朋規（UCLA 客員研究員／野村證券（株）金融経済研究所金融工学研究センター主任研究員）               
   「米国金融工学最前線―クレジットリスク―」 
William Shaw（Professor of Mathematical Finance, Department of Mathematics, King’s College, London）    
“New Methods for Managing the Student T-Distribution” 
梶井厚志（経済研究所教授）   「行動ファイナンスとその可能性：市場経済実験からの考察」 
 
【午後の部】 特別シンポジウム 「企業価値評価と金融工学―Ｍ＆Ａ時代の企業価値評価手法―」 
 
【挨拶】 
加藤康之（経済研究所客員教授/野村證券（株）執行役・金融経済研究所金融工学研究センター長）    
【基調講演】 
佐和 隆光（経済研究所長）    「グローバリゼーションの意味を問い直す」      
岡田伸一（JFE ホールディングス株式会社 常務執行役員）   
「JFE ホールディングスの経営統合－シナジー創出と企業価値の向上－」 
刈屋武昭（経済研究所客員教授／明治大学大学院グローバルビジネス研究科長）  




住田孝之（経済産業省技術環境局産業技術振興課長）   
太田洋子（野村證券（株）金融経済研究所金融工学研究センター 事業数理研究グループリーダー）   
竹下明文（株式会社ジャフコ 第三投資本部産学連携投資部長）   
馬渡一浩（株式会社電通 MP マネジメント局データベース開発室プランニング・ディレクター）    
モデレーター： 





日時：2006 年 3 月 11 日（土）9:50～12:00 
場所：日経ホール（日本経済新聞社 8 階）  
プログラム： 
【基調講演】 
森本昌義（ベネッセコーポレーション 代表取締役社長兼 COO）  
「自分の頭で考え行動しよう！～”自立”・”自律”が世界に通じる力を築く」 
  
佐和隆光（経済研究所長）   
「絵で見て、感じて、考える経済入門－『街の T シャツ屋さん』から学ぶ経済の仕組みと動き」 


















やワークショップの開催という定期的な研究活動を行うと共に、1998 年 3 月には学際的なシンポジウム「複雑系とは
何か」および国際シンポジウム“Game Theory and International Cooperation: Global Environmental Problem”を、6
月には国際シンポジウム“Intertemporal Equilibrium Theory: Stability, Bifurcations and Indeterminacy”を開催してい
る。更に、2000年 6月には国際シンポジウム“International Conference on the Frontiers in Spatial Economics”および














































































Abe, M., Yoshimura, T., Koizumi, S., Hasegawa, N., Osaki, T., Yasukawa, N., Koba, K., Moriya,
K., Sakai, T.: Virtual forest: design and evaluation of a walkthrough system for forest education.
Journal of Forest Research Vol 10, No 3, pp.189-197 (2005)
Yasukawa, N., Nishihara, K., Abe, M., Moriya, K., Sakai, T.: User Evaluation of Information
Presentation System for Nature Observation. Fourth International Conference on Creating,
Connecting and Collaborating through Computing (C5 2006), IEEE Computer Society Press
































Human Capital Accumulation in Thailand and Philippines: an Explanation of Diverging
Growth  (Final report submitted to Asian Development Bank, December 2002, to be published
from Cambridge University Press)
Are Education and Training always Complements? Evidence from Thailand,' (with Giorgio
Brunello) in Industrial and Labor Relations Review 59(4): 613-629,2006
The Optimal Timing of School Tracking (with G.Brunello and M.Gianni) forthcoming in PEGP
















Horizontal Transfer, Vertical Promotion, and Evolution of Firm Organization,’ Journal of the
Japanese and International Economies, 20(1): 20-49, 2006
‘Mismeasurement of the CPI’[wirh K. Matsui] (2003), in Blomstrom et al . eds.: Structural
Impediments to Growth in Japan , University of Chicago Press for National Bureau of Economic
Research
“Hot & Spicy: Ups and Downs on the Price Floor and Ceiling at Japanese Supermarkets,” (with
K. Matsui and M. Watanabe) Pacific Economic Papers  316, 2001
“Fast Track: Is It in the Genes? The Promotion Policy of a Large Japanese Firm,” (with G.
Brunello and Y. Ohkusa), Journal of Economic Behavior and Organization  38: 385-402,1999
“Determinants of Individual Firm Mark-up in Japan; An Econometric Study on the Impact of
Market Concentration, Market Share and FTC’s Regulation,”  (with K.G. Nishimura and Y.
Ohkusa), Journal of the Japanese and International Economies  13: 424-450, 1999
“Estimating Mark-up over Marginal Cost and Returns to Scale at Firm Level: A New Approach
Applied to a Panel of Japanese Firms,” (with Nishimura, K.G. and Y. Ohkusa),   International
Journal of Industrial Organization  17: 1077-111,1999
"Occupational and Internal Labor Markets in Japan" (with G. Brunello and Y. Ohkusa)
Industrial Relations  36: 446-73,1997
"Promotions, Skill Formation and Earnings Growth in a Corporate Hierarchy," (with G. Brunello
and Y. Ohkusa) Journal of the Japanese and International Economies  11(3): 347-384, 1997
"Earnings and Seniority in Japan: A Re-appraisal of the Existing Evidence and a Comparison
with U.K." (with G. Brunello and Y. Ohkusa) Labor Economics  4: 47-69, 1997
"Price Formation in the Distribution Channel," (with Y. Ohkusa) P. Sheard (ed.) Japanese Firms,
Finance and Markets , London: Addison Wesley, 1996
"Some Evidence on the Trade Credit Practices of Japanese Trading Companies" (with G. W.
Emery) in Advances in Pacific Basin Financial Markets  2(B): 237-252, Greenwich: JAI Press,
1996
"Is the Tenure-Wage Profile Really Steeper in Japan?," (with G. Brunello) in M. Okabe (ed.) The
Structure of the Japanese Economy , London: Macmillan, 1995
"Price Flexibility in Japan, 1970-1992:  A Study of Price Formation in the Distribution Channel,"
(with Y. Ohkusa) Pacific Economic Papers 238, 1994, also in International Journal of Industrial
Organization  16(5): 639-64,1998
"Recent Changes in the Internal Structure of Wages and Employment in Japan" (with G.
Brunello) Journal of the Japanese and International Economies  9(2): 105-129, 1995
"Trade Credits and Interfirm Transactions in Japan: Econometrics Analysis Using Microdata,"
(with G.W.Emery) in Czerkawski ed.: Japanese Management Challenges and Applications for
Business Executives , Academic Press, 1993
"Corporate Hierarchy and Promotion Policy," (with G.Brunello) in Czerkawski ed.: Japanese
























"Promotion, Corporate Hierarchy and Firm Growth: Japanese Internal Labor Market in
Transition," (with  G.Brunello, Y.Ohkusa and Y.Nishiyama) Journal of the Japanese and
International Economies  6(4): 440-471, 1992
"Japanese Distribution System," (with Y.Ohkusa and H.Namikawa) Ricerche Economiche  XLV
(2-3): 185-230, 1991











「日本の流通業における Market Foreclosure としての長期取引関係, II 」『ファイナンシャルレ
ビュー』（並河永と共著）21号1991年
「日本の流通業における Market Foreclosure としての長期取引関係, I 」『ファイナンシャルレ
ビュー』（並河永と共著）21号1991年































































































Ishikawa, D. (2004), ”Tax-Financed Public Funds Injection into Banks and its Welfare




Ishikawa, D. and Y. Tsutsui (2006), ”Has the Credit Crunch Occurred in Japan in the 1990s?,”
RIETI Discussion Paper Series , Research Institute of Economy, Trade and Industry, March, 06-
E-012.
環境経済・政策学会


















































































































"Some Aspects of Application of Game Theory to Economics", (1990)  in The Proceedings of the
International Conference on　Mathematical Economics and its Relevance for Development, J. N.
Islam ed. Chittagong University, Chittagong.
日本経済学会
“On the Neutrality of Coalition Formation in a Pure Bargaining Problem,”(2005), Japanese
Economic Review, 56, 352-362, with Naoki Watanabe
"Incomplete Insurance and Absolute Risk Aversion"(1981)　Economics Letters,v.8,p107-112,
with T. Itoh and J. Geanokaplos
"CBD Hypothesis and Economies of Agglomeration"(1982) J.E.T.,v.28,p275-299
"Voting, Bargaining, and Factor Income Distribution"(1983) J. of Math. Econ.,v.11, p211-233
"On Harsanyi's Solution" Int. J. of Game Theory,v.12, (1983) 161-179
"Individual Monotonicity and Lexicographic Maxmin Solution" Econometrica, (1983)
v.51,p389-401
"Bilateral Price-setting in a Bilateral Monopoly Model"(1986) Math. Social Science, v.12,p279-
301
"Representative Bargaining Solution for Two-Sided Bargaining Problems" (2000) Mathematical
Social Sciences, vol.39,p349-365,with H. Salonen
ゲーム理論の新展開、(2002) 勁草書房, 岡田章と共編
組織の経済学(1997)　ミルグロム・ロバーツ著、NTT出版、共訳
"Two Sided Bargaining and Toughness of Players" (1992) in The Development of Science for the

























2 ”Private Contracts and Efficiency:An Example,” CAEA WP 048, December, 2004, with Harrison
Cheng
"経済学で考える（ゲームの理論と経済学）" (1991) 経済セミナー  4月号p6-10





"Pre-Negotiation for an International Emission Reduction Game" FEEM Working Paper No.
106.2002  
Date:  December 2002, with M. Horie.
 “On the Incentive Consequences of Alternative CDM Baseline Schemes,” (2003) in T. Sawa eds.
International Frameworks and Technological Strategies to Prevent Climate Change, Springer,
110-126, with J. Akita.
“Campaign Competition and the Effect of Information Technology,” (2003) in Proceedings of
PISTA 03, p235-39, with.
“Coordination Problems in E-Government,” (2004) in Proceedings of PISTA 04, p60-66, with
Kuninori　Nakagawa
“Advertising Competition with bounded memories on the side of Consumers,” (2004) in
Proceedings of International Conference on Dynamic Games 2004, (cd-format), with　 M. Horie
"On the Possibility of Cross-Ownership in an Incomplete Contract Model," (1994)　in
Proceedings of the II Kyoto-Siena Symposium vol, 2, Y. Imanishi ed., 121-132, Kyoto
University.(w/ C. Yoon)
“Coalitional Effect in a Pure Bargaining Model: An Example with Nonlinear Utilities” (2005)











"Bargaining under the Pressure of Burning Money," (1996)　in The Development of Science for
the Improvement of Human　Life III: Section Economics, F. Casprini ed., 111-118, University of
Siena












































































































































































































































































































～19頁）。 “Modernization and China’s Medium and Small-Enterprises and Services Sector”






































































































































































































    現代史部会報告「大躍進期における大衆運動」
    於：東京大学（駒場）、1973年5月
社会主義経済学会大会（1977年度）
    共通論題報告「現代中国の経済体制と文革の論理」
    於：新潟大学、1977年6月
社会主義経済学会大会（1979年度）
    共通論題報告 「中国の四つの『近代化』－特に工業について－」
    於：慶応大学、1979年6月
歴史科学評議会大会（1983年度）
    「現代社会主議論の再検討」主報告　「社会主義研究の方法と課題」
     於：蒲郡市、1983年8月
社会主義経営学会大会（1986年度）
      共通論題報告「経済体制改革下の中国国営企業」
      於：日本大学、1986年3月
社会主義経済学会（1987年度）
      共通論題報告「中国における改革の背景、現状、展望－開放体制下の社会主義－」
      於：千葉商科大学、1987年6月
社会主義経済学会大会（1991年度）
      共通論題報告「システム転換と地方分権的・混合的システムの形成－中国－」
      於：中央大学、1991年5月17日・18日
現代中国学会大会（1992年度）
      共通論題報告「改革・開放の深化と中国社会主義の可能性」
      於：東海大学、1992年10月17日（18日）
東アジア経営学会国際連合・アジア経営学会創立大会報告
      「『社会主義市場経済』のゆくえ－国有企業改革を中心に－」
      於：専修大学神田校舎、1993年10月１日
アジア政経学会第48回全国大会、第３分科会（「アジアにおける経済改革」）報告
      「中国の経済改革－社会主義システムの改革から溶解へ－」
      於：東京大学経済学部・山上会館、1994年11月5日
比較経済体制学会第35回大会
      共通論題（「中国とロシアの比較政治経済分析」）報告
      「中国の経済改革と市場化の現状」
      於：日本大学経済学部、1995年6月8～10日（9日報告、10日討論）
日本現代中国学会第48回全国学術大会
      共通論題（「改革開放の20年－21世紀への展望」）報告
      「『改革開放の20年』をどうみるか－経済からみた総括と展望－」
    　於：九州大学、1998年10月17～18日（18日報告、討論）
日本現代中国学会関西部会夏季研究集会
      シンポジウム（「第16回党大会を迎える中国」）報告
      「社会主義市場経済の進展と労働者－非正規就業をめぐって－」


























      於：大阪経済大学、1983年3月14日
社会主義経営学会関西部会
      報告　「経済体制改革下の中国国営企業」
      於：関西大学、1985年11月
日本経済研究センタ－報告
      時事講座  「国営企業からみた中国の経済改革」




      於：大阪府立労働センタ－、1992年6月13日
第５回アジア太平洋フォ－ラム東京経済シンポジウムに於ける報告
      「国有企業改革の現状と課題」
      於：国際協力センタ－ビル、1992年11月19日
社会主義理論学会第15回公開研究会報告
      「中国における『市場経済化』」
      於：東京・文京区民センタ－、1993年7月24日
日本経済研究センタ－報告
      時事講座  「中国・市場経済化の展望－国有企業の改革を中心に－」
      於：日本経済研究センタ－大阪支所、1993年8月31日
中小公庫大阪友の会講演会・講演
      「中国経済のゆくえ－社会主義市場経済の可能性－」
      於：大阪銀行・銀行倶楽部、1993年11月9日
第53期大阪府マネジメントスク－ル①、海外派遣人材育成講座．講義
      「中国の経済政策と企業経営のあり方」
      於：大阪府立産業開発研究所、1994年6月14日
国際エグゼクティブ「中国投資セミナ－」
      「中国における企業改革の現状と課題」
      於：半蔵門会館、1994年8月26日
日本貿易振興会平成６年度第５回中国経済研究会講演
      「中国国有企業改革の現状と展望」
      於：日本貿易振興会９Ｃ会議室、1994年11月17日
関西・上海経済会議、関西側主催団体共催講演会・講演
      「国有企業の現状と展望」
      於：関西経済同友会会議室、1995年6月15日
第54期大阪府マネジメントスク－ル海外派遣人材育成講座（中国）・講義
      「中国の経済改革と企業経営のあり方」
      於：大阪府産業開発研究所、1995年6月20日
第３回関西・上海経済会議、ゲスト・学識経験者代表として訪中
      テ－マ「中国国有企業の改革と日中経済協力」
      於：上海国際会議センタ－、1995年7月5～6日（6日午前、第１分科会議長まとめ、午後、日
本側まとめの一員として発言）
1995年度京都橘女子大学  公開セミナ－  東アジア入門講座（「京の府民大学」協力講座）
      テ－マ「東アジアの経済圏の変遷と展望」
      於：橘女子大学、1995年9月16日
1995年度京都橘女子大学  公開セミナ－  東アジア入門講座（「京の府民大学」協力講座）
      テ－マ「開放体制下における中国経済の発展と問題点」
　　　於：橘女子大学、1995年9月23日
紡績午餐会・講演
      テ－マ「中国の経済改革と市場化の現状」



















      於：軽井沢町公民館、1997年8月4日
ＮＨＫラジオ海外放送（中国向け）出演
　　　テ－マ「中国の国有企業について」
      録音：京都大学経済研究所４階会議室
            1995年11月14日
      放送日：1995年11月26日、12月3日
ＭＡＵ株式会社グル－プ総会・記念講演
      テ－マ「正念場を迎えた中国の国有企業改革」
      於：ＭＡＵ営業本部、1995年11月25日
平成７年度対中民間協力型専門家派遣事前研究・講演
      テ－マ「経済改革と企業－正念場を迎えた国有企業改革－」
      於：海外技術者研修協会　関西研修センタ－、1996年1月31日
第一回中国エグゼクティブ研修（松下電器）・講演
      テ－マ「日本企業的組織構造和日本人的企業観－日美企業的比較－」
      於：松下電器海外研修所、1996年3月6日
宮崎産業経営大学経済学部観光経済学科・三橋ゼミナール・特別講義
      テーマ「中国の経済改革」
      於：宮崎産業経営大学経済学部、1996年10月8８日
大阪市立大学経済学部企画講座『現代中国経済の解剖』・講演
      テーマ「中国の国有企業改革－現状と展望－」
      於：大阪市立大学、1996年10月29日
日本貿易振興会平成８年度第６回中国経済研究会講演
      「中国国有企業改革の現状分析」






        小浜裕久（静岡県立大学国際関係学部）・高坂章（大阪大学国際公共政策研究科）・
        坪井善明（北海道大学法学部）・羅福全（国連大学主席学術官）・上原一慶






      テーマ：「中国の国有企業改革－現状と展望－」
      於：（財）日中経済協会会議室、1997年4月21日
重点領域研究113｢現代中国の構造変動」  1997年春季第３回全体研究集会
    国際シンポジウム「中国に於ける漸進主義的改革の再検討－国際比較の視点から」司会
    （報告者：中兼和津次・Ｗing Ｔhye Ｗoo・Ｔhomas Ｇ.Ｒawski・ ・綱）
    於：横浜シンポジア、1997年5月10日
中国・スラブ領域研究合同シンポジウム『体制変容下のスラブ・中国』
    第１セッション「市場経済化と国際的契機」報告
    　テーマ：「移行期の中国経済をどのようにとらえるか」
      於：北海道大学スラブ研究センター、1997年7月16日
ＮＨＫクローズアップ現代「めざせ従業員半減」・ゲスト出演
      於：ＮＨＫ、1997年8月19日（午後9時半～10時）
三田市中央公民館主催講座
　　アジアフォーラム'97（「これからのアジアと日本を考える」）・講演
      テーマ：「鄧小平後の中国経済のゆくえ－発展するアジア経済を探る－」















      国家経済貿易委員会総合司・馬建堂司長等中国代表団との合同研究会
      於：東条会館、1998年10月22日
第５回中国投資実務セミナー・講演（静岡県日中友好協議会）
      テーマ：朱鎔基の悩み～国有企業改革
      於：日興会館（静岡市）久能の間、1998年10月26日
アジア政経学会第52回全国大会・主催（実行委員長）
      於：京都大学、1998年10月31日、11月１日
大蔵省財政金融研究所第４回中国研究会・報告
      テーマ：国有企業改革の現状と課題
      於：大蔵省本省「国際会議室」、1998年12月8日
福井県立大学大学院経済・経営研究科ワークショップ９（経済の国際化と中国）
　　ゲストスピーカー
      テーマ：改革開放政策下の中国－国有企業改革を中心に－
      於：福井県立大学、1999年1月30日
第２回北京国際交流会議・予定討論
    　主催　アジア太平洋フォーラム
　　　共催　中国国際信託投資公司（ＣＩＴＩＣ）、中信旅遊総公司
    　後援　日本大使館
    　「21世紀の展望－日中関係と世界」
      於：京城大厦（ＣＩＴＩＣ本社ビル）ＢＩＦ国際会議庁、1997年9月29日
日本現代中国学会第47回全国学術大会
    共通論題「歴史のなかの1997年－香港統合以後の中国ナショナリズム－」・経済分野座長
      於：福島大学、1997年10月12日
第376回京都工業クラブ例会・講演
      テーマ：新体制後の中国  経済状況を中心に
      於：京都工業会館、1998年7月17日
1998年度日中経済協会訪中代表団事前レクチャー・講演
      テーマ：中国国有企業改革の現状と課題
      於：霞が関東京会館シルバースタールーム、1998年7月31日。
    （鮫嶋敬治・日本経済研究センター客員研究委員「中国の最近の政治・経済動向」
      真野輝彦・株式会社東京三菱銀行参与「中国を取り巻く国際金融情勢」
      上原一慶・同上
      菱田一雄・ＯＥＣＦ技術参与「中国の環境問題の現状と課題」）
第二次中国国別援助研究会・第３回研究会・報告
    国際協力事業団・国際協力総合研修所・主催
      テーマ：「工業開発」
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    コメンテーター：上原  一慶
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    自由論題Ⅰ（中国経済）・座長
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中国国有企業改革合同研究会・座長（日本側主査）
      国家経済貿易委員会総合司・馬建堂司長等中国側との合同研究会
      於：北京・長富宮飯店、1999年1月18日
平成10年度日中経済協会調査委員会第３回会議・基調報告
      テーマ：中国の国有企業改革
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京都大学春秋講義・99春秋講座（春季）・講演
      テーマ：中国の国有企業改革の現状とゆくえ
      於：京都大学・法経第２教室、1999年6月9日
アジア政経学会西日本部会第39回大会
      共通論題『中国建国50年を総括する』・座長
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    於：日中経済協会本部、2004年5月26日
比較経済体制学会第44回全国大会
　　第４分科会「中国経済市場化の現段階」・司会
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      於：京都工業会館、2004年8月20日
第16回国際経済動態研究センターシンポジウム・第16回キタン国際学術シンポジウム
    主催：名古屋大学大学院経済学研究科付属国際経済動態研究センター
　　　　　社団法人　キタン会
　　後援：朝日新聞社・東海財務局・名古屋商工会議所
    「東アジア地域協力の共同設計－Co-Design for a New East Asia after the Crisis-」
    報告者：金泳ホ（KIM Yong-Ho）、榊原英資、胡鞍鋼、Walden BELLO、宋林飛、Chris
BAKER
            平川均
    胡鞍鋼「中国の東アジア自由貿易協定政策」に対するコメント
    於：名古屋大学シンポジオンホール、2002年2月7日
日本現代中国学会関西部会春季研究集会
    「若手研究者の現代中国論」






    自由論題Ｄ（政治と文化）・座長
    於：神戸大学、2002年10月26日
日本現代中国学会関西部会春季研究集会
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    於：大阪市立大学文化交流センター、2004年2月28日
中国現代史研究会2004年総会・研究集会
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    「社会主義中国の現実と課題」コメンテーター












    共通論題「市場経済化の諸類型－発展途上経済と移行経済」
　　丸川知雄報告「中国はキャッチアップしているのか？－技術と制度の収斂と分化－」
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6月13日  日本経済学会春季大会特別報告（青山学院大学） "Refinements and Higher Order
Beliefs: A Unified Survey "
9月11日  第４回 ディセントラライゼイションコンファレンス（立命館大学経済学部（草津キャン
パス））"Decomposable Choice under Uncertainty.
1998年
2001年
8月14日　World congress of the econometric society (シアトル）にて発表 "On the Range of













5月16日　Institute for Mathematical Sciences (IMS) at the National University of Singapore
(NUS) "Trade with Heterogeneous Multiple Priors"
5月24日　COE公開講座「戦略的思考の技術：ゲーム理論入門」＠京都大学時計台ホール
12月17，18日　2nd International conference on Economic Theory（京都にて開催)　"Trade
with Heterogeneous Multiple Priors"
6月12日　日本経済学会春季大会 "On the Range of the Risk-Free Interest Rate in
Incomplete Markets"
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「入職経路の日米欧比較」、『RIETI　Discussion Paper Series』 04-J-036、2004（樋口美雄・阿部
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ハーゲン











































































































































New Phases of Japanese Public Finance: Financial Policies for Business Promotion and Change
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